
                           

第
二
節 

和
泊
町
の
交
通
・
産
業
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 

福
祉
基
盤
の
整
備 

   

本
町
は
、
前
記
の
復
興
・
振
興
・
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
趣 

旨
を
十
分
踏
ま
え
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
受
け
入
れ
態 

勢
を
整
え
て
、
計
画
的
・
積
極
的
に
各
種
事
業
を
導
入
し
た
こ
と 

に
よ
り
、
着
実
な
振
興
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。 

一 

和
泊
港 

 

復
帰
当
時
ま
で
の
和
泊
港
は
接
岸
施
設
が
な
く
、
利
用
客
や
荷 

物
の
乗
降
は
す
べ
て
は
し
け
で
、
し
か
も
沖
合
い
千
メ
ー
ト
ル
の 

洋
上
に
停
泊
す
る
本
船
と
の
間
を
、
遠
浅
の
サ
ン
ゴ
礁
の
間
を
縫 

う
よ
う
に
手
こ
ぎ
で
往
復
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
夜
間
寄
港
の 

時
の
は
し
け
航
行
は
、
人
命
を
も
脅
か
す
き
わ
め
て
危
険
な
状
態 

で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
三
十
年
度
か
ら
本
格
的
な
改
修
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
五 

                          

十
九
年
度
ま
で
に
総
工
費
七
十
七
億
三
千
万
円
余
の
巨
額
の
国
費 

を
投
じ
、
株
式
会
社
若
松
築
港
・
九
玉
建
設
・
大
宮
建
設
・
町
田 

建
設
・
渡
辺
組
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
た
。 

 

昭
和
三
十
八
年
に
は
千
ト
ン
バ
ー
ス
が
完
成
、
同
三
十
九
年
七 

月
に
は
貨
客
船
あ
け
ぼ
の
丸
（
六
百
十
ト
ン
）
が
初
め
て
接
岸
し 

た
。
四
十
八
年
に
は
五
千
ト
ン
、
五
十
二
年
に
は
六
千
ト
ン
級
バ 

ー
ス
が
完
成
し
、
当
時
最
大
級
の
フ
ェ
リ
ー
船
ク
イ
ン
コ
ー
ラ
ル
（六 

千
ト
ン
余
）
が
接
岸
し
た
の
で
あ
る
。 

 

復
帰
当
時
の
就
航
船
は
金
十
丸
（
五
百
ト
ン
）
が
最
大
で
あ
り 

当
初
の
港
湾
計
画
は
千
ト
ン
級
船
舶
の
接
岸
を
目
指
し
て
進
め
ら 

れ
た
が
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
船
舶
が
大
型
化
し
、
港
湾
整
備 

計
画
も
船
の
後
を
追
う
形
で
次
々
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
沖
に
突
き
出
て
い
る
和
泊
港
の
構
造
は
、
風
波
の
影 

響
を
直
接
受
け
る
た
め
接
岸
し
難
く
、
将
来
の
拡
張
工
事
は
投
資 

効
率
が
悪
い
た
め
抜
本
的
見
直
し
を
行
い
、
昭
和
六
十
一
年
度
か 

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
七
次
港
湾
整
備
計
画
で
、
現
桟
橋
の
北
側
で 

和
泊
中
学
校
東
側
に
面
す
る
内
陸
部
へ
掘
り
込
み
港
湾
（
一
万
ト 

ン
級
バ
ー
ス
）
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。 
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二 
伊
延
港 

 

伊
延
港
は
、
古
い
時
代
か
ら
本
島
の
交
易
港
と
し
て
使
用
さ
れ 

て
き
た
が
、
昭
和
四
十
二
年
度
以
来
裏
港
（
は
し
け
使
用
港
）
と 

し
て
の
物
揚
げ
場
や
は
し
け
航
路
の
竣
せ
つ
、
防
波
堤
等
の
整
備 

を
進
め
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
の
沖
永
良
部
台
風
襲
来
後
主 

要
港
で
あ
る
和
泊
港
が
風
波
の
た
め
十
数
日
間
も
使
用
で
き
ず
、 

島
民
の
生
活
物
資
を
始
め
災
害
復
旧
資
材
の
陸
上
げ
が
で
き
な 

か
っ
た
た
め
、
そ
の
補
完
港
と
し
て
伊
延
港
を
整
備
す
る
必
要
に 

迫
ら
れ
た
。
政
府
は
、
一
島
一
港
主
義
を
貫
い
て
き
た
が
、
外
海 

離
島
に
お
け
る
災
害
の
悲
惨
な
実
態
と
島
民
を
始
め
関
係
機
関
の 

強
い
要
請
に
よ
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
和
泊
港
の
補
完
港
と 

し
て
の
整
備
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
六
十
年
度
ま
で
に
総
工
費
三
百 

六
十
六
億
六
百
万
円
（
内
国
費
三
百
三
十
三
億
七
千
百
万
円
）
を 

投
じ
、
一
万
ト
ン
級
バ
ー
ス
の
岸
壁
が
完
成
し
た
。 

 

さ
ら
に
、昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
の
第
七
次
港
湾
整
備
計
画
で
、 

泊
地
浚

渫

し
ゆ
ん
せ
つ

や
防
波
堤
建
設
等
和
泊
港
と
合
わ
せ
全
天
候
型
港
湾 

に
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

        

気
象
施
設 

空
高
計
・
無
線
模
写
学
画
装
置
・
気
象
観
測
器
一
式 

 

開
港
時
は
、
東
亜
航
空
の
ヘ
ロ
ン
機
が
奄
美
大
島
間
を
不
定
期 

便
と
し
て
就
航
、
そ
の
後
Ｙ
Ｓ
11
型
機
と
な
り
、
昭
和
四
十
七
年 

二
月
か
ら
鹿
児
島
間
の
定
期
便
が
就
航
、現
在
一
日
二
便
で
あ
る
。 

 

昭
和
五
十
四
年
八
月
、
南
西
航
空
に
よ
る
Ｙ
Ｓ
11
型
機
が
沖
縄 

（
与
論
経
由
）
と
の
間
に
週
三
便
（
月
・
水
・
金
）
就
航
し
て
い 

る
。
ま
た
、
五
十
八
年
十
二
月
か
ら
奄
美
大
島
間
に
ド
ル
ニ
エ
機 

 

（
十
九
人
乗
り
）
が
毎
日
一
便
就
航
し
て
い
る
。 

 

四 

道 

路 

 

(一) 

県 

道 

 

本
町
内
の
県
道
は
、
和
泊
を
基
点
と
す
る
知
名
沖
永
良
部
空
港 

線
、
瀬
名
に
通
じ
る
瀬
名
和
泊
線
、
内
城
に
通
じ
る
下
平
川
内
城 

線
、
北
海
岸
を
通
っ
て
知
名
に
通
じ
る
国
頭
知
名
線
が
あ
り
、
延 

長
三
万
千
三
百
五
十
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
す
べ
て
舗
装
さ
れ
て 

い
る
が
、
拡
幅
す
べ
き
未
改
良
部
分
が
二
千
二
百
八
十
三
メ
ー
ト 

ル
残
さ
れ
て
お
り
、そ
の
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、 

和
泊
市
街
地
は
道
路
幅
が
狭
く
、
車
も
多
く
渋
帯
す
る
の
で
都
市 

三 

空 

港 

 

昭
和
三
十
五
年
、
東
亜
国
内
航
空
株
式
会
社
が
、
私
設
の
飛
行 

場
建
設
を
計
画
し
た
の
で
、
町
は
、
空
港
の
設
置
は
、
島
の
産
業
・ 

文
化
の
発
展
上
不
可
欠
で
あ
る
と
同
意
し
、
現
在
地
周
辺
を
候
補 

地
と
選
定
し
て
そ
の
計
画
に
協
力
し
て
い
た
が
、
奄
美
群
島
振
興 

事
業
で
空
港
が
建
設
さ
れ
る
事
に
な
り
、
こ
の
計
画
は
、
鹿
児
島 

県
に
移
譲
さ
れ
た
。 

 

昭
和
四
十
二
年
七
月
工
事
に
着
手
、
四
十
四
年
三
月
完
成
し
、 

同
年
五
月
一
日
第
三
種
空
港
と
し
て
開
港
し
た
の
で
あ
る
。 

 

総
工
費 

二
億
五
七
四
八
万
七
千
円 

 

着
陸
帯 

延
長
一
三
二
〇
ｍ 

幅
九
〇
ｍ 

 

滑
走
路 

〃 

一
二
〇
〇
ｍ 

〃
三
〇
ｍ 

 

誘
導
路 

〃 
 
 

七
〇
ｍ 

〃
一
八
ｍ 

 

エ
プ
ロ
ン 

 

七
○
○
○
㎡
（
Ｙ
Ｓ
11
型
用
）
二
バ
ー
ス 

 
駐
車
場 

 
 

二
二
四
九
㎡
（
一
二
七
台
） 

 

照
明
施
設 

進
入
角
指
示
燈
・
滑
走
路
末
端
識
号 

 

無
線
施
設 

Ｎ
Ｄ
Ｂ
・
通
信
施
設
・
テ
レ
タ
イ
プ
お
よ
び
中
断 

装
置 

      

計
画
事
業
に
よ
っ
て
十
二
メ
ー
ト
ル
～
十
六
メ
ー
ト
ル
の
バ
イ
パ 

ス
道
路
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

(二) 

町 

道 

 

町
道
は
、
各
字
を
結
ぶ
幹
線
と
字
内
線
合
わ
せ
て
、
百
四
十
三 

線
、
延
長
二
十
六
・
七
キ
ロ
で
、
改
良
率
六
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、 

舗
装
率
五
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
復
帰
当
時
と
比
べ
著
し
い 

発
達
を
遂
げ
て
い
る
。 

 

(三) 

農 

道 

 

農
道
は
、
総
延
長
十 

四
・
九
キ
ロ（
三
百
五
線
） 

幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
は 

八
十
六
線
三
・
九
キ
ロ
で 

あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
本
町
の
道 

路
は
、
町
内
全
域
に
わ 

た
っ
て
整
備
が
進
み
、
人 

家
は
も
と
よ
り
、
ど
こ
の 

畑
へ
で
も
大
型
車
両
が
容 
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易
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

(四) 
橋
り
ょ
う
の
整
備
状
況 

 

（
単
位
：
ｍ
：
㎡
） 

            

五 

車
両
・
オ
ー
ト
バ
イ
等
の
普
及 

 

本
町
に
自
動
車
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た
の
は
昭
和
六
年
、
オ
ー 

ト
バ
イ
は
同
十
四
年
で
あ
る
。
昭
和
二
十
九
年
以
降
の
車
両
の
保 

                          

有
お
よ
び
普
及
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
九
年
に
は
、
普
通
自
動
車
十
八
台
（
自
家
用
二
・
営 

業
用
十
六
）、
ト
ラ
ッ
ク
九
台
（
自
家
用
二
・
営
業
用
七
）、
特
殊 

自
動
車
一
台
、
三
輪
車
一
台
、
軽
自
動
車
二
台
、
合
計
三
十
一
台 

で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
古
車
ま
た
は
改
造
ジ
ー
プ
で
あ 

り
営
業
用
が
主
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
三
十
年
代
、
後
期
に
入
り
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い 

自
動
車
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
普
及
は
著
し
く
伸
び
た
。 

 

各
年
代
ご
と
の
本
町
車
両
保
有
台
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

昭
和
三
九
年 

一
一
八
台 

 

昭
和
四
八
年 

一
一
四
〇
台 

〃 

四
一
年 

二
三
八
台 

 

〃 

五
二
年 

三
八
三
七
台 

〃 

四
二
年 

三
〇
三
台 

 

〃 

五
三
年 

五
〇
三
一
台 

〃 

四
三
年 

三
七
二
台 

 

〃 

五
四
年 

五
〇
六
一
台 

〃 

四
四
年 

四
二
四
台 

 

〃 

五
五
年 

六
八
〇
九
台 

〃 

四
五
年 

五
三
二
台 

 

〃 

五
六
年 

六
六
五
七
台 

〃 

四
六
年 

六
八
四
台 

 

〃 

五
七
年 

六
六
七
六
台 

〃 
四
七
年 

九
五
四
台 

 

〃 

五
八
年 

五
六
八
四
台 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
九
年 

七
二
三
〇
台 

 

我
が
国
の
自
動
車
産
業
の
革
命
的
発
達
と
免
許
年
令
の
引
き
下 

げ
は
、
車
社
会
を
築
き
上
げ
た
。 

       

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
国
家
的
す
う
勢
と
、
道
路
網
の
発
達 

に
加
え
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
通
学
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に 

よ
っ
て
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
著
し
い
普
及
を
示
し
、
今
で 

は
一
世
帯
当
た
り
平
均
二
・
五
台
保
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

○
農
業
機
械
の
発
展 

 

農
業
基
盤
の
整
備
は
、
機
械
化
農
業
へ
進
展
し
、
そ
の
普
及
率 

お
よ
び
保
有
台
数
は
県
下
第
二
位
で
あ
る
。 

六 

河
川
・
海
岸
・
治
山
の
整
備 

 

台
風
の
常
襲
地
帯
で
あ
る
本
島
は
、
豪
雤
に
よ
る
河
川
の
水
害 

や
暴
風
お
よ
び
高
潮
に
よ
る
海
岸
線
や
農
作
物
の
被
害
は
甚
大
で 

あ
る
。
こ
れ
ら
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
国
土
保
全
地 

域
に
次
の
個
所
を
指
定
し
、
整
備
を
は
か
っ
た
。（
表
1
～
5
） 

七 

土
地
基
盤
の
整
備 

 

農
業
経
営
面
積
の
規
模
拡
大
と
集
団
化
を
推
進
し
、
機
械
化
農 

業
体
系
を
確
立
し
て
農
作
業
の
省
力
化
を
は
か
る
た
め
、
土
地
基 

盤
は
次
の
と
お
り
整
備
さ
れ
た
が
、
整
備
率
は
依
然
と
し
て
低
い 

松

山

橋 

天

神

橋 

大
津
美
田
橋 

昭

和

橋 

大

城

橋 

奥

川

橋 

西

原

橋 

み

ず

ほ

橋 

明

治

橋 

石

橋 

南

洲

橋 

橋 

名 

六
・
六 

三
・
六 

一
二
・
〇 

四
・
五 

七
・
二 

四
・
〇 

一
八
・
〇 

六
・
六 

八
・
〇 

八
・
八 

五
・
〇 

幅 

員 

六
・
〇 

七
・
四 

三
・
六 

一
〇
・
〇 

一
一
・
〇 

一
一
・
五 

三
・
〇 

六
・
〇 

八
・
〇 

二
・
〇 

一
九
・
〇 

延 

長 

三
九
・
六 

二
六
・
六 

四
三
・
二 

四
五
・
〇 

三
六
・
〇  

 
五
六
・
〇 

三
九
・
六 

四
〇
・
〇 

一
七
・
五 

九
五
・
〇 

面 

積 

〃 〃 〃 〃 〃  〃 〃 

町
有
永
久
橋 

〃 

県
有
永
久
橋 

備 

考 

 

農 業 機 械 ( 動 力 ) の 推 移 

農

機

具

名 

トラクター 耕

う

ん

機 

発

動

機 

動

力

脱

穀

機 

動

力

噴

霧

機 

散

粉

機 

カ

ッ

タ

ー 

チ

ョ

ッ

パ

ー 

動

力

刈

払

機 

ハ

ー

ベ

ス

タ

ー 

モ

ア

ー 

農

業

用

四

輪

車 

30

馬

力

以

下 

30

馬

力

以

上 

54 489 112 1,223 109 25 613 18 582 207 125 16 10 318 

55 321 246 1,391   35 800 167 585 191 158 17 22 361 

56 369 378 1,758   36 690 81 716 234 153 22 18 369 

57 345 423 1,755   11 644 41 706 256 219 19 31 448 

58 367 371 1,155   6 775 122 680 212 251 13 57 524 

59 669 368 1,703     670 139 646 245 322 18 76 500 
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（1） 2級河川の状況 期日：昭和55年4月1日 

河 名 指定延長 起          点 

奥 川 

 

1.1ｋｍ 

 

右岸 和泊町 大字手々知名大川959の2番地先 

 〃    〃  大字和泊奥川953の1番地先 
から海に至る 

石橋川 

 

3.5 

 

右岸 和泊町 大字内城字島川1062番地先から 

    〃  大字皆川字長当78番地先の堰堤に至る 

資料：県離島振興課 

 （2） 振興事業（昭和41～42年度） 単位：千円 

事 業 名 事 業 量 事 業 費 国  費 県  費 

河 川 整 備 奥川 610.5ｍ 3,730 3,356 374 

 

（3） 海岸保全指定区域（建設省所管） 

海 岸 名 地区海岸名 区 域 の 起 点、 終 点 延長(ｍ) 

和泊海岸 

汐 瀬 海 岸 

  

 起点 和泊町大字和泊石川平105 

 終点 〃  〃   汐瀬103 

700 

  

美 瀬 海 岸 

  

 起点 和泊町大字国頭字手附4385 

 終点               字白石572の1 

330 

  

資料：奄美群島の概況 

 （4） 海岸保全事業実績   (単位：千円） 

事  業  名 地 区 名 事 業 内 容 
実施 

年度 
総事業費 

国 庫

補助率 

海      岸 和泊海岸  護岸工 53.5ｍ 49 10,000 3／4 

 
  

     73.7ｍ 50 14,500 〃 

     87.5ｍ 51 15,000 〃 

     65.5ｍ 52 15,000 〃 

     90 ｍ 53 20,000 〃 

県単海岸防災事業 和泊海岸  根固工 20.7ｍ 53 1,000 県 単 

海      岸 和泊海岸  護岸工 90 ｍ 54 20,000 3／4 

         80 ｍ 55 20,000 3／4 

計     540.2ｍ   115,500   

 

（5） 治山事業実績 
  

(単位：千円) 

事 業 名 地 区 名 事 業 内 容 実施年度 総事業費 
国 庫 
補助率 

復
興
事
業 

治 
 
 
 

山 

海
岸
砂
地
造
林 

  
西原、喜美 
留、手々知 
名 
  

S29～33年 
34 
35 
 

計 

5.0ha 
2.5ha 
1.4ha 

  
8.9ha 

S29～35 
 
 
 
 

2,938 
 
 
 
 

.976 

 

 

 

 

 

防
風
林
造
林 

  
国   頭 
西   原 
喜 美 留 

S  35 年 
36 
37 

 
 計 

1.8ha 
1.3ha 
1.0ha 

  
4.1ha 

S35～37 
 
 
 
 

839 
 
 
 
 
  
  
  
  

.283 

  

  

  

  

 

       計 
 

  
 

3,788 .259   

振
興
事
業(

前
期)

 

治   

山 

海
岸
砂
地
造
林 

国  頭 
 

3.0ha 41 1,188 .516 
 

防
風
林 

瀬  名 
 

3.0ha 42 1,123     

西     原 
 

2.0ha 43 793     

 
 

 
 

計 
   

3,104 .516   

振
興
事
業(

後
期)  

 
 
 
 
 
(

治
山) 

防
災
及
び
国
土
保
全 

海
岸
砂
地
造
林 

喜 美 留 

国  頭 

伊  延 
 

4.0ha 

1.0ha 

2.0ha 

45 

46 

46 

1,884 

1,292 

646 

  

 

  計 
 

7.0ha 
 

3,822     

振
興
開
発
事
業(

前
期)  

治   

山 

防
災
林 

西  原 
 

75.0ha 49 7,864     

防 潮 林 
西原伊野後  

114.0ha 50 15,734 
  

  

  

  

海
岸
防
災
林
造
成 

西原伊野後 
 

45.0ha 51 16,684     

西原伊野後 0.61ha 140Ｍ 52 26,792     

〃 0.23ha   53 1,112     

国頭手附 1.70ha   53 5,716     

  

  

  

   計 
 

  
 

73,902     

合      計     
 

84,606 .775   

 
1186 1187 



の
で
、
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
圃
場
整
備
は
、
将
来
に
向
か
っ
て 

強
力
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

本
町
の
耕
地
面
積
は
、
田
六
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
二
千
九
十 

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
合
計
二
千
百
五
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
う
ち
圃
場 

整
備
面
積
は
五
百
六
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
整
備
率
は
二
十
六
パ
ー 

セ
ン
ト
で
あ
る
。（
表
6
・
7
） 

                    

を
中
心
に
肉
用
牛
・
花
き
・
輸
送
野
菜
の
複
合
経
営
が
定
着
し
て 

生
産
性
の
向
上
は
著
し
い
伸
長
を
み
せ
て
い
る
。 

 

各
部
類
毎
の
推
移
は
、
表
7
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
七
年
度
を
基
準
と
し
三
十
年
以
降
五
年
周
期
ご
と
の 

農
業
生
産
状
況
は
、
表
8
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

な
お
以
下
に
、
農
業
の
よ
う
す
を
示
す
資
料
と
し
て
、
農
産
物 

              

八 

農
業
の
発
展 

 

本
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
る
。
台
風
常
襲
地
帯
と
い
う
自 

然
条
件
や
外
海
離
島
の
も
つ
辺
地
性
等
不
利
な
条
件
下
に
あ
る 

が
、
亜
熱
帯
圏
の
条
件
を
生
か
し
た
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、 

各
種
事
業
を
導
入
し
て
生
産
基
盤
の
整
備
が
進
み
、
さ
と
う
き
び 

                    

生
産
額
の
推
移
(９)
、
農
家
所
得
の
推
移
(１０)
、
農
業
生
産
額
の
推 

移
(１１)
を
掲
げ
る
。 

 

昭
和
六
十
年
二
月
「
和
泊
町
農
業
振
興
重
点
推
進
一
〇
ヵ
条
」 

を
制
定
し
、
農
業
振
興
の
指
針
を
定
め
た
。 

 

○
和
泊
町
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置 

 

豊
か
で
活
力
の
あ
る
農
村
社
会
を
建
設
す
る
た
め
、
多
目
的
研 

修
会
館
を
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
五
十
六
年
度
の
二
年
継
続
事
業 

で
完
成
し
た
。 

 

総
工
費
三
億
四
千
万
円
、
う
ち
国
庫
補
助
一
億
七
千
万
円
、
総 

面
積
千
七
百
四
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
。 

          （6） 団体営事業(農業構造改善事業) 

地区名 実施年度 面積(ha) 事業費(千円) 施 行 箇 所 

国頭地区 41 18.12 16,998   

玉城地区 42～43 15.52 26,680   

谷山地区 44 5.0  3,000   

和泊地区 54～60 31.86 278,000 上手・畦布・根折・内城・瀬名 

(農地開発事業) 

永峰地区 51～53 14.99 102,000   

県単迫田等整備特別対策事業(喜美留) 

木場野地区 59 2.5 17,254   

(7) 県営事業(県営圃場整備事業) 

地区名 実施年度 面積(ha) 事業費(千円) 施 行 箇 所 

和泊地区 44～48 187.4 264,996 喜美留・上手々 知名・出花・西原 

(水田転換特別対策事業) 

後蘭地区 48～52 95.52 704,290 後蘭・谷山（水田地帯） 

(県営畑地帯総合土地改良事業) 

和 地 区 
(300ha) 

55～60 156.4 1,593,000 
玉城・大城・皆川・内城 

61以降 143.6 2,430,000 

筒岩地区 
(165ha) 

57～60 25.3 210,000 
喜美留・国頭 

61年度以降 139.7 1,856,000 

仁嶺地区 
(115ha) 

59～60 8.8 130,000 
仁志・永峰・瀬名 

61年度以降 106.2 1,484,000 

 

(8) 経営耕地面積規模別農家数の推移 
   

年次 
規模 

30.8.1 35.2.1 40.8.1 50.8.1 55.8.1 58.8.1 59.8.1 

30ａ未満 491 407 325 226 255 259 
357 

30～50a 418 377 291 202 128 98 

50～70a 352 349 318 208 180 169 
406 

70a～1.0ha 406 430 397 302 235 240 

1.0～1.5ha 403 383 419 278 332 316 313 

1.5～2.0ha 168 175 186 241 224 220 220 

2.0～2.5ha 
72 

66 77 128 136 149 149 

2.5～3.0ha 11 24 64 92 96 96 

3.0～5.0ha 10 5 12 38 75 92 92 

5.0～ 10ha   
 

  
 

10 11 11 

 10 ～   
 

  
 

  
 

  

計 2,320 2,203 2,049 1,787 1,667 1,650 1,644 
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(9）農業生産状況の推移 
      

 

 

単 位 昭和27年 昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和59年 

総 世 帯 数 戸 
(昭29年) 
2,543 

2,617 2,722 2,633 2,528 2,531 2,735 2,867 

農 家 戸 数 戸 2,315 2,320 2,203 2,049 1,986 1,789 1,667 1,644 

専 業 農 家 数 戸   1,920 1,497 1,406 675 424 757 915 

農 家 率 ％ 91.0  88.6 80.9 77.8 78.5 70.6 60.9 57.3 

専 業 農 家 率 ％   82.7 67.9 68.6 33.9 23.7 45.4 55.6 

総 面 積 (町)ha 5,583  (町)  5,583 (町) 4,114ha 4,114 4,114 4,117 4,117 4,117 

耕 地 面 積 (町)ha 1,687.68(町) 1,769.2(町) 1,732ha 1,814 1,901 1,978 2,116 2,154 

  

  

田 (町)ha 220.43(町)   259ha 160 160 152 81 63 

畑 ha 1,467.25(町)   1,473ha 1,654 1,741 1,826 2,035 2,091 

耕 地 率 ％ 30.2 31.6 42.1 44.0  46.2 48.0  51.4 52.3 

農家一戸当り 
耕 地 面 積 

a 66 76 78 88 95 110 126 131 

農業生産実績額 千円   338,303 449,955 897,734 1,125,045 3,051,475 4,553,642 4,572,369 

農 家 人 口     11,503 10,521 9,151 7,951 6,723 6,256 5,978 

 

(10) 和泊町農家所得の推移 
   

年次 
（昭和）  単位 和泊町 奄 美 鹿児島県 全 国 

県下(96市町 
村)での順位 

45 

農 業 粗 生 産 額 百万円 1,130 8,835 112,464 4,648,506   

生 産 農 業 所 得 百万円 580 4,536 50,272 2,457,883   

農家1戸当りの農業所得 千円 302 202 222 460 14 

耕地 10a 当農業所得 千円 32 26 28 42   

47 

農 業 粗 生 産 額 百万円 1,294 7,787 136,598 5,075,977   

生 産 農 業 所 得 百万円 827 4,763 68,027 2,857,169   

農家1戸当りの農業所得 千円 431 223 318 553 9 

耕地 10a 当農業所得 千円 46 28 40 50   

52 

農 業 粗 生 産 額 百万円 3,173 16,044 316,945 10,131,407   

生 産 農 業 所 得 百万円 1,968 10,206 145,357 5,214,094   

農家1戸当りの農業所得 千円 1,205 644 781 1,078 6 

耕地 10a 当農業所得 千円 114 74 97 95   

53 

農 業 粗 生 産 額 百万円 3,713 20,140 336,865 10,367,022   

生 産 農 業 所 得 百万円 2,509 14,427 166,183 5,435,005   

農家1戸当りの農業所得 千円 1,536 911 916 1,135 4 

耕地 10a 当農業所得 千円 148 105 112 99   

58 

農 業 粗 生 産 額 百万円 3,661 23,224 394,635     

生 産 農 業 所 得 百万円 1,891 12,953 125,567     

農家1戸当りの農業所得 千円 1,344 931 768   5 

耕地 10a 当農業所得 千円 90 79 85     
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九 

水
産
業 

 

復
帰
後
、
漁
港
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
漁
船
も
無
動
力
の
板 

付
舟
か
ら
和
船
に
代
わ
り
、
漁
具
等
の
装
備
も
近
代
化
さ
れ
て
漁 

獲
高
も
年
ご
と
に
伸
び
て
い
る
。 

 

漁
業
施
設
と
し
て
は
、昭
和
四
十
六
年
和
泊
港（
ナ
ビ
グ
ム
イ
） 

に
漁
舟
揚
げ
お
ろ
し
用
の
斜
路
と
物
揚
げ
場
が
で
き
た
の
を
皮
切 

り
に
四
十
八
年
と
五
十
三
年
に
二
・
五
ト
ン
、
三
・
五
ト
ン
の
製 

氷
冷
凍
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
、
さ
ら
に
、
五
十
六
年
か
ら
漁
船 

対
策
と
し
て
の
舟
だ
ま
り
場
が
整
備
さ
れ
、
五
十
八
年
に
は
物
揚 

げ
場
の
中
に
荷
捌

さ
ば
き

施
設
が
、
ま
た
知
名
に
は
漁
業
無
線
局
が
設 

置
さ
れ
た
。 

 

一
方
、
伊
延
港
に
も
昭
和
四
十
二
年
か
ら
舟
揚
場
や
物
揚
げ
場 

が
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
漁
業
施
設
の
進
展
に
よ
っ
て
漁
業 

者
（
遊
漁
船
業
者
を
含
む
）
が
増
加
し
、
内
喜
名
港
整
備
の
要
請 

が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
町
費
で
整
備
を
進 

め
て
い
た
が
、
五
十
九
年
二
月
一
種
漁
港
の
指
定
を
受
け
、
そ
の 

後
は
国
費
に
よ
る
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
計
画
総
事
業
費
は 

五
億
二
千
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
群
島
水
域 

(12) 当町における農業生産額の推移   (単位：千円) 

作  目  名 35年度 40年度 45年度 50年度 55年度 59年度 
  

1. 
  

水 稲 
一 期 
二 期 

65,760 
44,160 
21,600 

66,788 
35,150 
31,638 

83,041 
46,194 
36,847 

52,336 
30,738 
21,598 

12,784 
8,976 
3,808 

1,191 
858 
333 

2. 落 花 生 3,132 377,781 5,000 21,000 34,800 8,320 

3. さとうきび 50,270 42,619 318,262 999,955 1,076,644 1,098,491 

4. た ば こ     
 

28,313 91,182 64,143 
5. 

(1) 
(2) 

  

野 菜 
自給野菜 
輸送野菜 
ばれいしょ 

23,500 
  
  
  

30,022 
28,492 

  
1,530 

60,953 
14,989 
45,424 

540 

601,479 
73,870 
527,609 

  

1,376,871 
96,498 

1,280,373 
  

1,592,360 
56,250 

1,536,110 
664,355 

6. 
  
  
  

花 き 
ゆ り 
フリージア 
そ の 他 

54,200 
54,200 

  
  

123,550 
123,550 

  
  

326,000 
286,000 
40,000 

181,394 
484,688 
196,706 

  

1,231,110 
752,579 
259,641 
218,950 

1,167,581 
525,723 
198,057 
443,801 

7. 
  
  
  
  

果  樹 
ぽんかん 
たんかん 
す も も 
そ の 他 

16,530 
  
  
  

16,530 

10,848 
  
  
  

10,848 

7,210 
 
 

90 
7,120 

21,536 
  

3,136 
1,003 
17,397 

8,930 
  

2,080 
  

6,850 

  
  
  
  
  

8. 畜 産 90,928 189,809 322,946 644,697 720,132 623,270 

9. 養 蚕 1,200 1,146 1,633 765 189   

10. そ の 他 144,435 7,013 - - - 17,013 

  計 449,955 849,576 1,125,045 3,051,475 4,553,642 4,572,369 
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の
海
底
資
源
調
査
も
行
わ
れ
、
こ
れ
と
並
行
し
て
魚
群
探
知
機
を 

装
備
す
る
漁
船
も
増
え
、
無
線
機
の
装
備
と
合
わ
せ
て
、
安
全
か 

つ
大
量
漁
獲
が
可
能
と
な
っ
た
。
荷
捌
施
設
で
は
毎
月
三
百
キ
ロ 

前
後
の
魚
が
水
揚
げ
さ
れ
て
、
セ
リ
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
五
十
八
年
の
漁
業
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

組
合
員
数 

一
一
七
名 

 

漁
船
数 

八
七
隻
（
一
〇
四
九
馬 

力
） 

 

漁 

獲 

量 

二
〇
八
ト
ン 
漁
獲
高 

二
億
一
千
万
円 

 

十 

観 

光 

 

「
花
と
鐘
乳
洞
の
島
」
沖
永
良
部
へ
の
観
光
入
れ
込
み
が
あ
っ 

た
の
は
昭
和
三
十
六
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。 

 

わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
で
国
民
の
余
暇
活
動
が
活
発
と
な 

り
、
し
か
も
、
離
島
志
向
が
強
ま
り
本
島
を
訪
れ
る
観
光
客
も
年 

を
追
っ
て
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
数
は
昭
和
四 

十
一
年
に
至
っ
て
も
わ
ず
か
九
千
人
で
あ
っ
た
。
本
島
の
観
光
資 

源
は
、自
然
に
生
い
茂
る
亜
熱
帯
の
植
物
群
と
こ
れ
を
彩
る
太
陽
、 

ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
に
輝
く
海
、
そ
し
て
、
ゆ
り
・
フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど 

      

か
ら
北
海
道
ま
で
の
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
国
に
お
い
て
も
奄
美
の
豊
か
な
自
然
を
保
護
す
る
た
め 

に
、海
域
を
含
む
奄
美
各
島
の
景
勝
地
を「
奄
美
群
島
国
定
公
園
」 

に
指
定
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
並
行
し
て
港
湾
の
整
備
が
進
ん
で
大 

型
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
た
こ
と
、
空
港
が
開
港
し
て
交
通
が
便
利 

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
本
島
へ
の
観
光
入
れ
込
み
も
急
増
し
昭 

和
四
十
九
年
に
は
五
万
四
千
六
百
人
に
達
し
、
十
億
円
を
超
え
る 

収
入
を
見
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
沖
縄
の
本
土
復
帰 

に
伴
う
南
志
向
、
さ
ら
に
は
海
外
志
向
が
増
え
て
本
島
へ
の
入
れ 

込
み
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
。
昭
和
五
十
九
年
の
観
光
状
況
は
次
の 

と
お
り
で
あ
る
。 

 

宿
泊
施
設
＝
ホ
テ
ル
五
・
民
宿
十
四
、
収
容
人
員
千
百
人 

 

イ
ベ
ン
ト
＝
フ
リ
ー
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
フ
リ
ー
ジ
ア 

 
 
 
 
 
 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
、
ゆ
り
祭
り
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス 

 
 
 
 
 
 

テ
ィ
バ
ル
、
港
ま
つ
り
、
農
業
祭 

 

入
込
観
光
客
数
＝
三
万
二
千
八
百
人 

十
一 

社
会
福
祉 

 

社
会
保
障
制
度
や
医
療
制
度
の
拡
充
強
化
に
よ
り
経
済
的
貧
富 

           

の
花
々
と
、
西
郷
隆
盛
や
世
之
主
に
ま
つ
わ
る
史
跡
、
文
化
資
源 

の
他
、
島
民
の
素
朴
な
人
情
で
あ
る
。 

 

逐
年
増
大
す
る
余
暇
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
本
町
は
四
十
八
年 

か
ら
ワ
ン
ジ
ョ
海
水
浴
場
の
整
備
を
行
っ
た
の
を
始
め
、
ソ
テ
ツ 

ジ
ャ
ン
グ
ル
、
奄
振
事
業
に
よ
る
越
山
公
園
の
整
備
、
路
傍
植
栽 

等
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
き
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
九 

年
か
ら
は
「
花
の
観
光
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
両
町
お
よ
び
沖
永 

良
部
観
光
連
盟
が
一
体
と
な
り
、
さ
ら
に
東
亜
国
内
航
空
㈱
の
絶 

大
な
る
ご
支
援
を
得
て
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
編
成
し
、
鹿
児
島 

      

の
差
は
緩
和
の
傾
向
に
あ
る
が
、生
活
環
境
や
社
会
環
境
の
変
化
、 

高
齢
化
社
会
へ
の
急
速
な
進
行
に
よ
っ
て
福
祉
行
政
も
複
雑
多
様 

化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
ぬ
く
も
り
に
満
ち
た 

福
祉
社
会
の
建
設
に
最
大
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。 

 

(一) 

老
人
福
祉 

 

国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
総
人
口
に
対 

す
る
老
齢
人
口
比
率
は
、
県
及
び
国
に
対
し
異
常
に
高
い
。
そ
の 

た
め
老
人
福
祉
対
策
も
幅
広
い
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
る
。 

 

(二) 

児
童
福
祉 

 

母
親
の
職
場
進
出
で
保
育
を
必
要
と
す
る
幼
児
が
増
え
各
小
学 

校
単
位
に
保
育
所
を
建
設
、
二
歳
以
上
児
を
対
象
に
保
育
行
政
を 

行
っ
て
い
る
。 

 

(三) 

心
身
障
害
者
福
祉 

 

心
身
障
害
児
（
者
）
の
生
活
相
談
・
生
業
指
導
を
実
施
し
て
社 

会
参
加
を
促
進
す
る
一
方
、
経
済
的
助
成
を
行
っ
て
い
る
。 
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十
二 

財 

政 

 

財
政
規
模
の
推
移 

 

昭
和
二
十
九
年
度
以
降
の
財
政
規
模
を
五
年
周
期
で
比
較
す
る 

と
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
財
政 

規
模
も
、
奄
振
事
業
費
の
増
額
と
我
が
国
の
急
速
な
経
済
成
長
に 

伴
っ
て
年
々
伸
び
て
い
る
が
、
特
に
四
十
九
年
度
以
降
、
奄
美
群 

島
振
興
開
発
事
業
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
急
速
に
伸
び
て
お
り
、
こ 

れ
に
よ
っ
て
町
内
各
種
産
業
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
、
町
民
所
得 

も
向
上
し
、
将
来
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。 

十
三 

町
民
所
得 

 

昭
和
五
十
五
年
か
ら
昭
和
五
十
七
年
ま
で
の
町
民
所
得
は
、
別 

表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
昭
和
五
十
七
年
度
に
つ
い
て
み
る 

と
所
得
額
は
前
年
度
よ
り
五
パ
ー
セ
ン
ト
伸
び
て
お
り
、
県
民
所 

得
の
伸
び
と
同
率
で
あ
る
が
、
郡
民
お
よ
び
国
民
所
得
の
伸
び
を 

上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
所
得
格
差
に
つ
い
て
み
る
と
徐
々
に 

                           

縮
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
低
い
位
置
に
あ
る
。 

 

町
内
純
生
産
額
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
複
合
経
営
が
定
着
し
た 

た
め
の
伸
び
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
次
産
業
も
、
金
融
・ 

保
険
・
不
動
産
業
お
よ
び
公
務
等
の
伸
び
に
支
え
ら
れ
て
い
る 

が
、
総
体
的
に
は
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
た
。 

              

(13) 老人人口(65歳以上)   
 

年次 

和  泊  町 
県の比率 国の比率 

65歳以上の人口 総 人 口 率 

昭和 30年 1,252 12,564 10.

0  

6.1    

  35 1,359 12,231 11.

1  

7.1    

  40 1,365 11,058 12.

4  

8.4    

  45 1,293 9,507 13.

6  

10.1  7.1  

  50 1,344 8,615 15.

7  

11.6  8.0  

  55 1,540 8,932 17.

3  

12.7  9.0  

  59 1,680 8,754 19.

0  

13.0  10.0  

 

(14) 老人福祉施設設備状況 

名   称 定員 
開設 

年度 

建設 

年度 
建物面積 総事業費 

国 庫

補助率 
備 考 

老人いこいの家   48 47 330㎡ 15,000 千円 町債   

特別養護老人ホー 

ムしらゆりの園 
55 52 51 

1,359.34㎡ 
(敷地5,040㎡） 

232,010 
  
  

無 
社会福 

祉法人 

内城老人福祉作 

業所 

  
  

53 52 79.5㎡ 7,950 
  
  

町債 
  

  

計         254,960       

 

(15) 保育所整備状況               昭和56年4月1日現在 単位：千円 

名    称 定員 
開設
年度 

建設
年度 

建物
面積 

総事業費 
国 庫
補助率 

備   考 

和泊保育所 60 50 49 300 26,659 2/3   

内城保育所 60 53 52 360 41,540 2/3   

国頭保育所 60 55 54 360 47,787 2/3   

大城保育所 50 58 57 309 47,853 2/3   

玉城へき地保育所 38 50         生活館利用 

上手々知名へき地
保育所 

50 52         
子供と老人
の家利用 

計         115,986     
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(16) 科目別歳入 
  

(単位：千円) 

区   分 

29年度 30 35 40 

決 算 額 
前年 

対比 
決 算 額 

前年 

対比 
決 算 額 

前年 

対比 
決 算 額 

前年 

対比 

地 方 税 3,655   4,260 116.5 7,395 108.1 17,402 113.2 

地 方 譲 与 税                 

自動車取得税交付金                 

地 方 交 付 税 15,557   14,946 96.1 25,230 121.0 84,973 113.7 

交通安全対策特別交付金                 

分 担 金 及 び 負 担 金     255 ― 2,518 ―     

使 用 料 及 手 数 料 490   556 113.5 944 111.1 4,118 35.7 

国 庫 支 出 金 11,967   19,690 164.5 18,573 84.6 4,061 235.8 

国 有 提 供 交 付 金                 

県 支 出 金 1,682   224 13.3 2,733 80.9 22,346 854.5 

財 産 収 入 134       1,956 89.5 3,628   

寄 付 金 86   616 716.3 1,267 347.1 48,469 300.9 

繰 入 金         136 89.5 2,874 84.5 

繰 越 金 1,983   4,857 244.9 2,700 49.2 5,314 201.0 

諸 収 入 316   336 106.3 1,127 108.9 2,602 126.1 

地 方 債 4,200   4,400 104.8 5,600 119.1 27,900 125.6 

計 40,070   50,283 125.5 70,179 103.2 223,687 132.3 

         

区   分 

45 50 55 59 

決 算 額 
前年 

対比 
決 算 額 

前年 

対比 
決 算 額 

前年 

対比 
決 算 額 

前年 

対比 

地 方 税 28,667 112.9 69,145 1.208 239,079 1.208 346,727 106.8 

地 方 譲 与 税     15,587 1.259 48,399 1.039 58,065 94.8 

自動車取得税交付金 3,505 113.4 13,567 1.416 20,779 0.802 25,748 101.7 

地 方 交 付 税 222,053 124.8 576,725 1.117 996,217 1.101 1,301,857 104.0 

交通安全対策特別交付金     303 ― 443 1.016     

分 担 金 及 び 負 担 金 18,442 136.8 12,821 1.122 27,281 1.017 36,649 129.6 

使 用 料 4,068 106.1 12,895 1.379 32,492 1.295 57,197 108.9 

手 数 料 6,104 137.4 185,258 1.513 2,753 0.978 3,108 102.2 

国 庫 支 出 金 39,340 77.8 1,306 1.207 562,567 1.569 1,058,176 105.5 

県 支 出 金 67,707 121.6 220,209 1.487 584,850 0.995 501,038 92.4 

財 産 収 入 4,471 68.1 56,298 2.137 10,815 0.462 16,023 92.5 

寄 付 金 7,702 149.0 13,141 2.115 3,250 0.199 10,932 144.0 

繰 入 金 272 125.9     45,000 皆 増 1,963 皆 増 

繰 越 金 8,453 84.2 31,273 1.502 47,003 0.906 86,884 106.9 

諸 収 入 4,980 114.9 7,402 0.964 59,217 2.787 180,364 103.9 

地 方 債 25,800 161.2 124,700 1.010 483,400 0.869 444,400 126.9 

計 441,564 117.4 1,340,625 1.254 3,163,545 1.118 4,129,101 105.3 

 

(17) 町民所得・郡民所得・県民所得・国民所得の推移 
  

年  度 

 

項  目 

実    数 
対前年度伸び率 

(％) 

55年度 56年度 57年度 55/56年 56/57年 

町 民 所 得 (千 円) 9,245,586 9,746,422 10,262,510 105 105 

郡 民 所 得 (百万円) 175,159 183,436 189,991 105 104 

県 民 所 得 (百万円) 2,202,705 2,337,906 2,444,141 106 105 

国 民 所 得 (億 円) 1,940,362 2,030,837 2,118,283 105 104 

町 総 人 口 ( 人 ) 8,932 8,855 8,781 99 99 

町民一人当たりの所得 ( 円 ) 1,035,108 1,100,668 1,168,717 106 106 

郡民一人当たりの所得 ( 円 ) 1,122,284 1,181,098 1,232,337 105 104 

県民一人当たりの所得 ( 円 ) 1,234,269 1,303,862 1,358,383 106 104 

国民一人当たりの所得 ( 円 ) 1,658,642 1,723,751 1,785,697 104 104 

対 郡 格 差 ( ％ ) 92.2 93.2 94.8 ― ― 

対 県 格 差 ( ％ ) 83.9 84.4 86.0 ― ― 

対 国 格 差 ( ％ ) 62.4 63.9 65.4 ― ― 

 
(18) 町内純生産 

     
年 度 

項 目 

町内純生産(単位：千円) 構 成 比 (％) 対前年度比(％) 

55年度 56年度 57年度 55年度 56年度 57年度 55/56 56/57 

1 .第 1 次産業 2,548,358 2,247,536 2,406,625 26.7  20.7  22.5  88.2  107.8  

(1) 農 業 2,422,219 2,143,147 2,292,948 25.3  19.7  21.4  88.5  107.0  

(2) 
林 業 

狩 猟 業 
1,663 1,033 6,840 0  0  0.1  62.1  66.2  

(3) 水 産 業 124,476 103,356 106,837 1.3  1.0  1.0  83.0  103.4  

2 .第 2 次産業 2,328,943 3,294,962 2,821,814 24.4  30.3  26.4  141.5  85.6  

(1) 鉱 業 72,532 49,945 48,337 0.8  0.5  0.5  68.9  96.8  

(2) 建 設 業 1,661,437 1,668,642 1,594,579 17.4  15.3  14.9  100.4  95.7  

(3) 製 造 業 594,974 1,576,375 1,178,898 6.2  14.5  11.0  74.8  74.8  

3 .第 3 次産業 5,082,899 5,719,308 5,873,782 53.2  52.6  54.9  112.5  102.7  

(1) 卸 , 小売業 1,071,538 1,314,271 1,373,580 11.2  12.1  12.8  122.7  104.5  

(2) 
金融・保険 
不 動 産 業 

753,458 798,394 916,777 7.9  7.3  8.6  106.0  114.8  

(3) 
運 輸 
通 信 業 

534,045 605,832 577,198 5.6  5.6  5.4  113.4  95.3  

(4) 
電気・ガス 
水 道 業 

43,980 39,450 40,842 0.5  0.4  0.4  89.7  103.5  

(5) サービス業 1,922,796 2,156,024 2,085,980 20.1  19.8  19.5  112.1  96.8  

(6) 公 務 757,082 805,337 879,405 7.9  7.4  8.2  106.4  109.2  

帰属利子(控除) 403,132 382,568 408,494 4.2  3.5  3.8  94.9  106.8  

町 内 純 生 産 9,557,068 10,879,238 10,693,727 100.0  100.0  100.0  113.8  98.3  

町外からの純生産 △311,482 △1,132,816 △431,217 ― ― ― 363.7  38.1  

町 民 純 生 産 9,245,586 9,746,422 10,262,510 ― ― ― 105.4  105.3  
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